
①【日本フェンシング協会との協力体制】・・・日本フェンシング協会と全国初の包括連携協定を締結し、中央競技団体
である日本フェンシング協会と協力・連携しながら事業を継続していく。

②【官民連携による取組】・・・官民連携組織の「フェンシングのまち沼津推進協議会」が事業の実施主体となり、民間から
も資金を集め、ノウハウやアイデアを取り入れた持続性のある事業を展開していく。

① スポーツを活用した経済・社会の活性化 ✅

② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防
✅

③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換 ✅

＜目標分野＞

＜概要＞ 計画期間：～令和７年３月31日

【問合せ先・電話番号】 055-934-4890
静岡県沼津市 産業振興部 ウィズスポーツ課
オリンピック・パラリンピック推進係

【フォローアップ欄】 令和４年度以降における計画の進捗状況

「フェンシングのまち沼津」というブランドを確立し交流人口の拡大による地域産業の活性化を目指す。

沼津から金メダリストを輩出する

沼津に世界大会を誘致する

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制＞

各種基礎データ
●スポーツ部局の所属先：産業振興部 ウィズスポーツ課

●地方スポーツ推進計画：沼津市スポーツ推進基本計画

●地方版総合戦略：第2期沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略

●地域スポーツコミッション：フェンシングのまち沼津推進協議会
（令和２年６月10日設立）

●ホストタウンの相手先：カナダ

●その他：フェンシングのまち沼津推進協議会会員数40者
（資料作成時点）

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉 「フェンシングのまち」となるためには、フェンシングの認知拡大と支援層の拡大が必要。

〈総合的な取組内容〉

https://www.city.numazu.shizuoka.jp/fencing/

沼津市

ウィズスポーツ課

日本フェンシング

協会

フェンシングのまち

沼津推進協議会

•協議会への負担金拠出（財政支援）

•市内外へのPR

沼津市

•官民が連携した事業実施主体

•民間のノウハウ・アイデア・資金を活かした事業展開

フェンシングのまち沼津推進協議会

•人材や情報の提供

•広告塔としてフェンシング関係者及び全国・全世界へのPR

日本フェンシング協会

フェンシングで地域に活力を！～「フェンシングのまち沼津」ブランディング事業～

🤺 
🤺 

という「夢」を持って取り組んでいきます！

フェンシングを「知る」、フェンシングに「関わる」、フェンシングで「育てる」をキーワードに事業展開

•スマートフェンシング普及活動

•オリジナルグッズ制作
裾野拡大事業

•トップコーチによる選抜チーム

PNF※1の技術指導

•トップ選手になるための食育・メ

ンタルトレーニング

シンボルフェンサー

育成事業

•全国規模大会※2の定期開催

•日本代表等※3の合宿誘致

大会開催・

合宿誘致事業

•選手育成や合宿誘致の拠点

「F3 BASE」の運営

•トップ選手の競技活動支援体

制構築

フェンシング環境

整備事業

「育てる」
地元出身の日本代表選手

オリンピックで金メダル獲得！

「知る」・「関わる」
市民がフェンシングを日常的に楽しむ

市内競技人口３倍に！

「関わる」・「育てる」
世界大会を誘致する！

国内外からの合宿の恒常的受入れ

「知る」・「関わる」
トップ選手の存在を身近に感じる！

選手等のキャリアサポート

・市民の健康増進

・シビックプライドの形成

・地域産業の活性化

・スポーツの日常化

「フェンシングのまちNUMAZU」ホームページ↑

※1PNFとは・・・「Proud NUMAZU fencer」の略
市内クラブ等在籍選手から選抜された選手

※2「Proud NUMAZU CUPフェンシング選手権」という名称で大会の

ブランディングを行う

※3東京2020大会のホストタウンとして「カナダ」との交流を継続
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